
にこやかに相談室に入
ってきた23歳のJさん｡｢よろしくお願いします｣｡ペコリと頭を下げた｡ファッション雑誌から抜け出てきたよ､つなおしゃれで､素直な感じの女性だ｡｢えっと､何から話せはいいのか｣と緊張気味のJさんだったが､ゆっくりと話し始めた｡

｢大学卒業後､今の会
社に入って企画関係の仕事をしています｡ひとまわり以上年が離れた先輩の下で仕事をしているんですが､私､仕事ができないんです｡自分にはこの仕事は合わないのかと思って｣｡そう言い終えるや否や､涙があふれてきた｡私は､Jさんの気持ちが落ち着くまで見守った｡

聞いたところによる
と､仕事のできる先輩は何でも一人でさっさと進めてしまうらしい｡企画の実行間近になってあれこれ指示が入るにもかかわらず､Jさんにはそれまでの経過説明は一切ない｡あたふたしていると､結局先輩がやってしまう｡｢もっと自分

｢できる先輩｣の下で

が動かなければ｣と思うものの､何をしていいのか見当が付かない｡そして自己鎌悪に陥る-これがいつものパターンらしい｡

｢使えない後輩だと思
われているかも｣｡目をはらしながらJさんはポッリとつぶやいた｡

んです｣　｢うんうん､そう言われたいよね｣｡Jさんはこくりとうなずき､またはおを涙が伝った｡頑張りたいという気持ちが空回りしているなあ｡
｢でも先輩はすごくい

い人で､いつもよくしてくれます｡いじめてやろうとか､困らせようと思っている感じではないんですよね｣､首をかしげながらそう垂9Jさん｡もしがしたらその先輩は､今まですべて一人で仕事をしてきたから後輩

さんの話からそう感じた｡

そこで｢Jさん､先輩
に気を優つことあれますか?｣と聞いてみた｡｢そうですね-､忙しそうにしている先輩には､なかなか話しかけにくいですね｣｡思いもよらぬ質問だったよっで､Jさんは驚いた表情を見せた｡｢もし､Jさんから仕事のことを話しかけたら､どう思うでしょう?｣とさらに聞いてみると､｢怒ることはないかなあ｣とJさん｡｢じゃあ､勇気を

っているかもしれませんしね｣
私の提案にJさんの口

から｢えっ｣といと戸がかすかに聞こえた｡｢そうですね｡早く一人前になりたいと思っていたのに､受け身だったかもしれません｡もう少し積極的にいったほ
･つがいいですよね｣｡仕

事への向き合い方を変えてみよう､という気になったようだ｡｢先輩は嫌な顔はしないと思いますよ｡これからどんどん仕事が回ってくると
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の育て方が分からず､つい自分で何でもしてしまうだけでは?　もしそうなら解決はそれほど難しくないかも- ｡私は､J

出して先輩に聞いてみましょうよ｡『私にできることありませんか』とか『00をしておきましょうが』って｡先輩も戸惑

イラスト･多田くにお

忙しくなりますね｣｡Jさんに､笑顔が戻ってきた｡
最後に私はこう伝え

た｡｢でもJさん､決して焦らないでくださいね｡一歩ずつ､です｡すぐに一人前になれるがら､大丈夫-･自信を持って-･｣(福井新聞社提供)


